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

介護福祉士養成校における
介護実践研究の傾向

ー報告書のテキストマイニング分析を通してー

令和７年９月３日（水）

第１４回静岡県高齢者福祉研究大会
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出典：日本介護福祉士会「介護実習指導の内容とポイント」
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
教育内容のねらい：介護実践に必要な知識と技術の統合を行うとともに、介護観を形成し、

専門職としての態度を養う学習とする研
究
の
背
景
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想定される教育内容の例留意点教育に含むべき事項

・各領域で学んだ知識と技術の統合
・介護観の形成
・介護実習の枠組みと全体像の理解（実習
施設･事業などⅠ・Ⅱの区分の理解）

1）介護総合演習の
意義、目的

・実習の教育効果を上げる
ため、事前に実習施設に
ついての理解を深めると
ともに、各領域で学んだ
知識と技術を統合し、介
護実践につながる内容と
する。
・実習を振り返り、介護の
知識や技術を実践と結
びつけて統合、深化させ
るとともに、自己の課題
を明確にし専門職として
の態度を養う内容とする。

①知識と技術の統合

・介護実習の意義と目的
・実習施設・事業などの理解
・実習施設・事業所がある地域の理解、社
会資源との関わり ・実習の準備
・実習目標の設定、実習計画の作成
・実習記録の意義と目的、方法、留意点
・個人情報の取り扱い ・健康管理
・実習におけるスーパービジョン

2）実習に関する基
礎知識

・自己評価と客観的評価
・実習のまとめ、実習報告会などを通じた
学びの共有･深化 ・自己の課題と展望

3）実習の振り返り

・研究の意義と目的
・研究方法の理解（質的研究、量的研究、
事例研究など）
・倫理的配慮 ・研究内容の発表

1）介護実践の研究質の高い介護実践やエビ
デンスの構築につながる
実践研究の意義とその方
法を理解する内容とする。

②介護実践の科学的
探究

出典：「介護福祉士養成課程新カリキュラム教育方法の手引き」
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

「高齢者・利用者」（63％‐78％‐56％）
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

2年次後期の実習期間が78％、2年次前期の実習期間から始めたものが22％
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ⅡA実習
期間 10%

ⅡA・ⅡB実
習期間 12%

ⅡB実習
期間 78%

R4～R6年度 ⅡA実習
期間 17% ⅡA・ⅡB実

習期間 12%

ⅡB実習
期間 71%

R4年度

ⅡA実習
期間 0% ⅡA・ⅡB実

習期間 17%

ⅡB実習
期間 83%

R5年度 ⅡA実習
期間 13% ⅡA・ⅡB実

習期間 6%

ⅡB実習
期間 81%

R6年度
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